少年の 死 



i 島 与 志 雄 



「うむよ しご といって 床の 中にはい つた。 彼の 横に は 

しげる 

堅吉と 繁 とがもう 眠って いた。 

それから 庄吉は 小母さんの 側で 糊 をして 内職の 封筒 

を はった。 彼が 眠む そうな 眼 を しばたた いている と、 

小母さん はよ く 斯んな こと をい つた。 

「もっとし つかりお しょ、 何 だよ 眠そう な 眼 をして。 

お前さん はもう 十 歳に もな るんだ からち つ と は 稼ぐ 事 

も 覚えな くち やい けない じ やない かね。 お前さん のた 

めに は 私達 どんなに 苦労して るか 知れない よ。 特別に 

だいと め 

大留 さんに お願いして 年季に も 上げない でさ、 うちか 

ら 仕事場に 通える ようにし てあげて るん じ やない かね _ 



は 意外の 悧 発さ を 示した。 そして 自分で も、 他人の 手 

おおぎ リ 

に 成った 螺鑽の 穴を迪 つて 角材に 鑿 を 入れる ことが も 

の 足りなかった。 彼 はと もす ると 小父さんの 螺鑽 をい 

じってみ たくな つた。 

棟梁 は 螺鑽を 持って いる 彼の 姿 を 見て 微笑んだ。 

「今少し 辛抱し なくち やい けない。 今に 一 人前に して 

き リ 

やる から。 これで 鑽を 使う こと は 中々 難し いんだ。 頭 

ねじ ま 、. 

が 歪け な いでし つ かりして いないと 鑽は 真直に 入らな 

いもの だ。 性根 を 真直に する ことが 第一 だ ご 

庄吉に は その 意味が よく 分らなかった けれど、 常々 

の 棟梁 の 言葉から し て 、 道具 を K う の も 単に 使う だ け 



何だか 恐ろしくな つ て龃け 出した。 

それから 庄吉は 殆んど 夢中であった。 彼 は 高い ライ 

こうこくとう 

オンの 広告塔 を 見た。 黒く 濁った 掘 割の 水 を 見た。 そ 

して 頭から 冷たい 雨に 濡れて、 手足の 先が 痲痺して い 

た。 それでも 彼 はなお 低い 方へ と 歩いて いった。 

庄 吉はぱ つと 明るい ものに 眼が 眩む ように 覚えた。 

何だか 黒い 影が 彼の 心から 逃げて 行った。 或る 大きい 

まま.. こ 

ものが 彼の 上で 羽搏き をした。 そして 彼 は 擾乱と 熱 火 

とのうちに 巻き込まれた。 それから 最後に 冷たい もの 

を 全身に 感じた。 

彼 は 疾走して くる 電車に 触れた のであった。 電車 は 



底本 ： 「豊島 与 志 雄 著作 集 第 一 巻 (小説 1)」 未来 社 

1967 (昭和^) 年 6 月^日 第 ー 刷 発行 

初出 ： 「新潮」 

1916 (大正 5) 年に 月 

入力 .. 

校正 " 松 永正敏 

2 0000 年^ 月：^ 日 作成 

2OOD0 年^ 月^日 彦正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 



